
令和４年度 特別養護老人ホームふるさと 医務 事業報告 

 

【理念】 

医療と福祉の連携をとり、介護員、相談員、ケアマネジャー、医師、看護師、栄養士、

歯科衛生士それぞれの専門性、独自性、応用力を活かし、一貫したケアを行い入居者様

が安全かつ安楽な生活を送ることが出来るように努める。 

 

【目標】 

① 異常の早期発見に努め、早期治療と看護による施設内での体調改善を図る 

② 皮膚トラブルの予防に努める。発生時は適切な処置を実施し早期治癒を目指す 

③ 感染症の予防と拡大防止 

④ 看取り介護の質の向上 

⑤ 接遇・礼儀の徹底に努める 

⑥ 経費削減に努める 

 

【実践報告】 

（１） 異常の早期発見に努め、早期治療と看護による施設内での体調改善を図る 

・ロング入居者様、SS利用者様ともバイタルサイン測定（以下 VS測定）を新型肺

炎の対応策として毎日２回（午前・午後）検温とした。退院後や特変時は随時

VS測定を行い、異常の早期発見、対応に努めた。 

（２） 皮膚トラブルの予防と改善に努める 

・終末期における褥瘡予防と褥瘡治癒を目指し、介護員と連携し改善に努めた。  

（３） 感染症の予防と拡大防止  

・令和 3 年のクラスターから約１年半後の令和４年１２月２１日に職員の感染か

ら２階入居者２３名のクラスターとなった。終息後、３階へも感染が広がり３

名感染ののち令和５年２月１４日に１２名の感染確認から計２７名のクラスタ

ーとなった。幸いにも重症化することはなく、５名の入院者も現在は退院して

いる。職員にも多くの感染者が出た今回は感染しなかった職員の頑張りがなけ

れば乗り切ることは難しかった。自己の健康管理を徹底し感染防止に努める。 

（４） 看取り介護の質の向上 

・令和４年度は２２名の退居のうち１４名が看取り介護支援での看取りとなった。

コロナ禍ではあったが付き添い希望のご家族様には環境の調整を行い最期の時

まで入居者様と過ごせるよう支援をおこなった。 

（５）接遇・礼儀の徹底に努める 

・職員による接遇チェックを定期的におこなっている。やや改善傾向と思われる。

今後もお互い注意し合える職場環境を目指してゆく 

（６） 経費削減に努める 

・新型肺炎による 2 度のクラスター対応に伴い経費が増大した。感染を最小限に

止めることで経費を押さえてゆきたい 
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R04　4月
15

(8+0)
3 1 1 2 4 3 14 1 1 1

5月
16

(4+1）
2 1 2 1 3 9 1 6 7 1+①

6月
20

(3+0)
1 2 7 2 12 3 5 8 2

7月
12

(2+0）
1 1 7 1 10 1 1 2 2

8月
14

(5+1）
3 1 1 2 2 9 1 1 3 5 1+①

9月
16

(1+1)
1 2 7 1 11 1 1 3 5

10月
19

(3+0）
1 2 12 1 16 2 1 3 2+①

11月
13

(2+0）
1 1 4 6 5 2 7

12月
21

(3+1）
3 6 3 12 1 4 4 9 1

R05　1月
9

(0+0）
1 5 1 7 2 2

2月
13

(4+0）
4 2 4 10 2 1 3 4

3月
11

(1+0）
1 2 1 4 6 1 7

合計
179

(36+4）
20 3 8 8 59 22 120 3 3 26 27 59 17

 

ロング入居者様の受診内容 ショートステイ利用者様の受診内容
受診者数
(入院者数）

特養ホーム　医務

令和4年度　病院受診者数と受診内容

○印はショートスティ利用者の救急搬送

資料１

救急搬送
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